
石井 中西 北村

（　　　　　　　　　　　）史跡

指定年月日 1981年（昭和 56）3月17日

日

内牧（うちまき）の無渋榧（しぶなしがや）

記入者 中西　環2021 1 月 7

案内板の状況

公開

樹木の場合

時代区分

奈良県指定文化財調査票

宇陀市榛原内牧

個人

文化財名

種類

調査日

調査者名

年

橋詰

今後の課題

コメント

その他
（由緒など）

保存状態

名勝

（樹木名） シブナジガヤ

当面の課題

非常に
良い

個人宅敷地内のため要連絡

非常に
悪い

奈良県教育委員会の説明板有り

所有者
管理者

員数

所在地

天然
記念物

根回り2.25ｍ。地上1ｍぐらいの所で南北に2分岐し、さらに1ｍの所でそれぞれ2分岐し、
地上5ｍぐらいのところでは13分岐している。樹高約16.51ｍ。種子が乾燥すると胚乳に密
着していた渋皮が離れ、外部の固い殻を割れば白胚乳があらわれる。別名蜂の子ガヤと
も呼ばれる。（説明板より抜粋）枝が概ね川側に張り出しているので実はほとんど川に落
ちてしまうそうだ。

カヤの用途は広く、材木は加工しやすく耐朽性・保存性に優れることから碁盤や仏像に、
実は漢方として薬効も高く、食用、そして灯明油などにも使用されてきた。また間伐材は燻
して蚊よけにもなり、蚊遣りの語源ともいわれている。人間と身近だった樹木も今や天然
記念物となってしまっているのは残念なところでもあるが、自然との共生を考え直す今こ
そ、日陰でもじっくりと成長し、広く枝張りをし、寿命を永らえるこの樹木からの学びは深
い。内牧の無渋榧とその説明板はちょうど管理されている個人宅裏庭にあり親切に対応し
てくださった。

良い 普通 悪い

学術上貴重といわれる無渋榧。内牧川河岸の傾斜地に植わっているので根腐れや風水
害時も想定内で対策してほしいと思った。

年に一度は県より状況調査の連絡があるとのことで、今のところ特に無いが周囲の竹笹
などが樹木に絡っていたので周囲の定期的な手入れは必要に思う。

補足 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1株

有形民俗
文化財

その他

（樹齢） 推定　約300年



369号線から内牧集落への道しるべ 内牧川より（無渋榧は川岸傾斜地にある）

説明板（個人宅敷地内） 枝は多岐に分岐

文化財名 内牧（うちまき）の無渋榧（しぶなしがや）

奈良県指定文化財調査票（写真）

年 日

調査者名

調査日 記入者 中西　環2021 1 月 7

竹笹絡む無渋榧 実の中の種子

石井 中西 北村 橋詰


